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粟津貝塚遺跡からのコイ科魚類咽頭歯遺体と古琵琶湖

中島経夫＊

表1 粟津第3貝塚からの咽頭歯遺体はじめに

滋賀県大津市晴嵐地先には，縄文時代早期の粟津湖

底遺跡があることが知られていた琵琶湖総合開発の

関連事業で南湖粟津航路凌深計画が策定され，粟津湖

底遺跡の保存調査が実施された．この調査によって，

第1，第2貝塚が確認され， これらの貝塚から最も遠

い位置に，航路法線が決定されたが，渡深工事の影響

を受ける範囲にも遺物の包含層があり，それを第3貝

塚として，記録保存するための緊急調査が実施された

(伊庭, 1991).

粟津遺跡は縄文時代早期初頭から中期前葉のもで，

第3貝塚からは，船元I式を主体とする土器とともに

貝類，魚類，獣類，植物遺体などの自然遺体が出土し，

魚類遺体の中には， コイ科，ナマズ科，ギギ科，アユ

科が含まれていた（伊庭， 1996)．

この自然遺体の中には， コイ科魚類咽頭歯が多量に

含まれ，貝層サンプル全体の0.82％の洗い出しによっ

て, 751個の咽頭歯遺体が発見された． この約半数が

フナ属a"ssisussp.で，それについで， コイCyprm"

calpioが多く， ウグイ翫boﾉodOnhakkonensiS, ワタカ

胸cﾉ】/ka"iasleenackeIT,ニゴィHemibarbusbarbus, オィ

カワZaccopﾉalyp"S, カワムツZaccotemmincki,ハス

Opsaがjch"ys""cirosrris,ホンモロコGnarhopogo"

caemﾉeSCenSなどが含まれていた（表l)さらに，咽

頭歯化石の中には， 40万年前に形成が始まった琵琶湖

の時代（川辺, 1994)に，すでに絶滅したと考えられ

ていたコイ科魚類のクセノキプリス亜科魚類の

Xenoqplissp.とDISIDechodonsp.の咽頭歯遺体が含まれ

ていた（中島他， 1996)． このことの意義について述

べてみたい．
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島・山崎, 1992) . 多量の咽頭歯化石が産出する岐阜

県可児の蜂屋累層では，およそ1,000個の咽頭歯化石

の中で， クセノキプリス亜科魚類が80％を占めている

(中島, 1991) このように， クセノキプリス亜科魚類

は，前期中新世の日本列島の淡水魚類相の中で，中心

的な位置を占めている．一方，中国大陸でも，最近，

クーヒノキプリス亜科魚類の中新世からの産出が知られ

るようになったが，その産出時代は，中新世中期およ

び後期からである(Changeta1., 1996) . これらの中新

世のクセノキプリス亜科魚類は，大陸のものも

(Change[al., 1996) 日本列島のものも（友田, 1976;

小寺・野村, 1988),下顎が長く，口が端位であり，

現生のものと異なることが指摘されている．中新世の

クセノキプリス亜科魚類は，絶滅属のもので，それが，

まず， 日本列島のあった地域に出現し，大陸の内部に

広がっていったことがわかる（図l).

鮮新世の古琵琶湖の時代になっても， クセノキプリ

ス亜科魚類は,コイ亜科に次いで多いグループである．

しかし，古琵琶湖層群からは，咽頭歯の化石しか見つ

新生代淡水魚類相の中でクセノキプリス亜科の占める

位置

クセノキプリス亜科魚類は,長崎県壱岐の若松累層，

長崎県の平戸島女鹿崎，岐阜県の瑞浪層群，岐阜県可

児の蜂屋累層，京都府宮津の世屋累層，山形県関川の

関川累層など日本各地からの産出が知られている（中
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図1 ． 日本と中国から産出するクセノキプリス亜科魚類化石と現生種一覧

き起こし，琵琶湖では，固有種を生み出していったと

考えられてきた(Nak"ima, 1994). しかし，およそ

6,000年前の縄文時代の遺跡から， クセノキプリス亜
科の咽頭歯化石が発見されたことは，すでに今のよう
な環境になった琵琶湖に大陸的な魚がまだ生息してい
たことを示している．縄文時代かそれ以後に，この魚

たちは，絶滅したことになる． もしかすると，有史に
なっても， この魚が琵琶湖に生息していた可能性もあ
る．古文書などにその記述があるか，検証していくこ

とが，この仲間の絶滅を考えるうえで，今後の課題に
なっている．

かっていない．一方， この時代の中国の楡社盆地から

は，保存の良い体化石がいくつか見つかり，現生属絶
滅種のXenocyprisyushensisとして記載されている
(LiuandSu,1962).Changetal. (1996)は，中新世の

EoxeniCyplisliuiとの比較の中で，鮮新世のXenoCyp"s

yushensisの下顎が短く，現生のクセノキプリス亜科魚
類と同様に口が下位であると指摘している．初期の古
琵琶湖の魚類相と楡社の魚類相はたいへん類似してお

り，咽頭歯のみ見つかる古琵琶湖のクセノキプリス亜
科魚類も，おそらく楡社のものと同様，下顎が短くな
っていただろうと推測される．

このクセノキプリス亜科魚類は，深い湖となった，

甲賀湖では，衰退し，浅い湖沼や沼沢地であった上野
累層，蒲生累層，堅田累層では，数を増やしている

(中島, 1991) . このようなクセノキプリス亜科魚類の
消長は，この魚たちが，広大な沼沢地的な環境，広く
ても浅い湖に適応した魚であるためであることがわか
る．
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Abstract

Thexenocypridinefisheswereimpol･tantelementsinlheNeogenefieshwatel･fishfaunainJapantogetherwithcultrme

andcyprininefishes,buttheyarenotdistributedillJapannow.Thexenocypridinefishesadaptedtolargeandshallowlakes

andlargeriversseemedtobecomeextinctduringthePleistocenewiththetectonicmovementwhichdeepenedLakeBiwa.

ThefindingoftheirpharyngealtooU1 1℃mainshomtheEal･lytoMiddleJomonPeriod(3,500-7.000yearsago)leadstoa

conclusionthattheirextinctionbecomenewer.
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